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                             令和７年第３回定例会（ 会期９月２日～１８日 ）

野

口

恭

久

阪

井

亮

太

森

一

司

前

田

彦

尚

西

岡

加

津

子

松

本

孝

太

郎

前

川

成

巳

今

井

三

惠

子

伊

丹

俊

也

山

下

晴

夫

議案第３８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同 意 同意第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　員　名

九度山町社会体育施設設置及び管理条例の制定について 可決

九度山町公民館設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例
について

可決

九度山町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町下水道条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町税条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町議会議員及び九度山町長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例の一部を改正する条例について

可決

令和７年度九度山町一般会計補正予算（第５号）について 可決

令和７年度九度山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ
いて

可決

令和７年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

令和７年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 可決

令和７年度九度山町下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

教育委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
河　根　　上土谷　幸修　氏

同意

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対

番　号 件　　　　　名 結果

議 案
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議

案

第

号

　
九

度

山

町

職

41

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て 

 

問
　

九

度

山

町

職

員

の

育

児

休

業

の

取

得

状

況

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

か

お

尋

ね

し
ま
す
。 

 

答
　

育

児

休

業

の

取

得

状

況

は
、
１
０
０
％
で
す
。 

 

議
案
第

号 

九
度
山
町
税
条

44

例
の
一

部
を
改

正

す
る
条

例
に

つ
い
て 

 

問
　

課

税

限

度

額

の

変

更

に

よ
っ
て
、
九
度
山
町
の
町
民

税

に

つ

い

て

ど

の

よ

う

な

影
響
が
あ
る
の
か
、
何
ら
か

の

形

で

国

か

ら

補

填

は

あ

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

答
　

本

年

度

と

同

条

件

で

試

算
し
た
結
果
、
町
民
税
は
、

万

円

の

減

少

と

な

る

試

87算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

法

適

用

は

令

和

８

年

の

１

月

１

日

の

適

用

と

な

り

ま

す

の

で

住

民

税

計

算

は

令

和

７

年

中

の

所

得

に

応

じ

て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

所

得

等

の

要

件

が

変

わ

っ

て
き
ま
す
の
で
、
影
響
の
程

度
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た

減
収
補
填
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

議
案
第

号 

令
和
７
年
度
九

46

度

山

町

一

般

会

計

補

正

予

算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て 

 

○
債
務
負
担
行
為 

 
問
　

真

田

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

企

画

展

事

業

に

つ

い

て

内

容

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

答
　

令

和

７

年

度

計

上

額

は

７
０
０
万
円
。
来
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ

大

河

ド

ラ

マ

「

豊

臣

兄

弟
」
の
放
映
に
伴
い
ま
し
て

戦
国
の
兄
弟
武
将
を
、
紹
介

す

る

展

示

及

び

グ

ラ

フ

ィ

ッ

ク

映

像

制

作

を

委

託

す

る
も
の
で
す
。 

 

○
民
生
費 

 問
　

地

域

子

育

て

支

援

拠

点

事

業

委

託

料

増

額

の

理

由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

答
　

河

根

幼

稚

園

で

活

動

し

て

い

る

子

育

て

支

援

サ

ー

ク

ル

「

チ

ッ

ク

ス

ア

ン

ド

マ

ミ

ー

」

の

事

業

に

伴

う

委

託

料

で

す

。

こ

れ

は

国

が

地

域

子

育

て

支

援

拠

点

事

業

に

係

る

補

助

金

の

要

綱

を

改

正

し

て

補

助

単

価

が

上

が

っ

た

た

め

に

委

託

料

を

増

額

す

る

も

の

で

ご

ざ
い
ま
す
。 

 

○
商
工
費 

 

問 
 

ま

ち

な

か

活

性

化

協

議

会

の

補

助

金

の

増

額

理

由

を
尋
ね
ま
す
。 

 

答 
 

当
初
、
作
家

名
ほ
ど
を

14

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
実

際

に

招

待

作

家

名

に

来

21

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

７

名

の

増

加

と

な

り

ま

し

た
。 

ま
た
作
品
の
展
示
会
場
も
、

ま

ち

な

か

ヶ

所

ほ

ど

を

40

当

初

計

画

し

て

い

ま

し

た

が
、

ヶ
所
増
え

ヶ
所
に

13

53

な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
作
家

な

ど

へ

の

謝

金

や

会

場

の

借

り

上

げ

費

用

の

増

額

に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や

Ｓ

Ｎ

Ｓ

等

で

の

情

報

発

信

の

強

化

の

た

め

の

経

費

で

今

回

増

額

計

上

さ

せ

て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

       

○
教
育
費 

 

問　

９
款
・
教
育
費
、
６
項
・

保
健
体
育
費
、
２
目
・
学
校

給
食
費
、

節
・
需
用
費
、

10

４

１

８

万

円

の

修

繕

料

に

つ
い
て
、
そ
の
中
身
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

答
　

今

回

修

繕

料

と

し

て

補

正

計

上

し

た

分

に

つ

き

ま

し
て
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー

に

お

け

る

給

湯

用

ボ

イ

ラ
ー
の
部
品
劣
化
に
よ
り
、

点

火

し

に

く

い

状

況

に

な

っ
て
い
ま
す
。 

　

現

在

こ

の

ボ

イ

ラ

ー

を

製

造

し

て

い

る

業

者

が

既

に

廃

業

し

て

お

り

部

品

も

手

に

入

ら

な

い

状

況

で

あ

り

ま

す

の

で

早

急

に

取

り

替

え
、
修
繕
工
事
を
行
う
た
め

今

回

補

正

を

計

上

す

る

も

の
で
あ
り
ま
す
。

 

主
な
議
案
・
質
疑
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歳　出  

◆シルバータクシーチケット助成事業  
599 世帯  

482 万 0020 円 
 
◆定住促進支援補助事業  200 万 0000 円 

住宅建設・取得補助　 2 件  
 
◆定住促進事業          494 万 3000 円 

家賃補助　町営住宅　16 世帯  
　　　　　民間住宅　 3 世帯  

 
◆長寿祝い金（100 歳到達者）９人  
　　　　　　　　　　　   90 万 0000 円 
 
◆白浜町・九度山町・高野町広域観光協議

会負担金　             100 万 0000 円 
 
◆世界遺産登録 20 周年記念イベント実行

委員会補助金　　　　 1710 万 8154 円  
 
◆地域おこし協力隊受入れサポート業務委

託料　　　　　　　　　298 万 6500 円 
 
◆九度山町立小中学校等入学祝報償  

462 万 0000 円

歳　入  

◆町税の減  
　3 億 9121 万 7623 円 〈2.5％減〉  
 
◆地方交付税の増  
　20 億 3562 万 6000 円〈1.8％増〉 
 
◆国庫支出金の減  
　4 億 1104 万 1963 円  〈18.9％減〉  
 
◆寄付金の減  
　まちづくり寄附金（ふるさと納税）の  

減少により  
　4 億 1467 万 8001 円 〈26％減〉  
 
◆町債起債額の増  
　4 億 3135 万 3000 円 〈1.3％増〉  
〇町債残高（一般会計）  
　39 億 0025 万 0896 円  
 

（令和 5 年度決算との比較）

令和６年度決算（一般会計）の特徴

採
決
（
認
定
・
不
認
定
）

質
疑

決
算
委
員
長
報
告

討
論
・
採
決

質
疑

担
当
当
局
の
説
明

決
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

及
び
同
委
員
会
へ
の
付
託

質
疑

議
案
（
決
算
認
定
）
の
提
出

第４回定例会 決算審査特別委員会 第３回定例会 決
算
審
査
の
流
れ
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令
和
６
年
度
決
算
認
定 

 

一
般
会
計 

 

歳
入 

 

○
町
税
に
つ
い
て 

 

問　

個
人
町
民
税
の
調
定
額
は
、

６
８
７
万
６
，
７
５
５
円
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
減
収
の
理

由
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し

ま
す
。 

 

答　

大
き
な
理
由
と
し
ま
し
て
、

定
額
減
税
に
よ
る
と
こ
ろ
の
減

収
で
す
。 

退
職
と
か
異
動
に
係
る
分
と
転

出
者
の
増
加
で
の
減
収
に
な
っ

て
る
と
こ
ろ
も
要
因
で
す
。 

 

○
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て 

 

問　

当
初
予
算
か
ら
６
４
万
７
，

０
０
０
円
減
額
に
な
っ
て
お
り

ま
す
し
、
今
年
度
の
当
初
予
算

で
は
０
円
で
す
。
他
の
歳
入
の

増
加
な
の
か
、
そ
れ
と
も
町
単

独
事
業
の
減
少
な
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
翌年度へ

繰り越すべき財源
実質収支額

44億3466万9827円 42億3333万1556円 2億0133万8271円 1億0396万2000円 9737万6271円

国民健康保険 6億8013万0870円 6億4244万7297円 3768万3573円 0円 3768万3573円

後期高齢者医療 2億3238万6667円 2億3238万6667円 0円 0円 0円

介護保険 7億3278万6244円 7億1942万5552円 1336万0692円 0円 1336万0692円

計 16億4530万3781円 15億9425万9516円 5104万4265円 0円 5104万4265円

60億7997万3608円 58億2759万1072円 2億5238万2536円 1億0396万2000円 1億4842万0536円

会計名

一般会計

合計

特
別
会
計

※収益的収支･･･経営活動全般に関する収支 
資本的収支･･･施設の建設などに関する収支

令和６年度決算の概要

令和６年度決算は、決算審査特別委員会の閉会中審査が行なわれ１２月議会で採決されます。

※一般会計、全ての特別会計において黒字決算となっています。

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

1億6235万0677円 1億5498万5172円 9221万0000円 1億2827万3941円

1億9951万8999円 1億9310万3985円 9172万5000円 1億0433万4699円

企業会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

 

決
算
へ
の
質
疑
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答
　

交

付

税

の

増

加

に

よ

る

減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
国
税
の
増
収
の

為
、
初
め
て
０
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

再
問　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

赤
字
の
債
券
な
の
か
、
地
方

交

付

税

の

先

取

り

と

見

て

い
る
の
か
。 

 

答
　

地

方

交

付

税

の

代

替

財

源
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

歳
出 

 

教
育
費 

 

○
河

根

小

中

学

校

通

学

支

援

タ
ク
シ
ー
使
用
料
に
つ
い
て 

 

問
　

令

和

６

年

度

か

ら

始

ま

っ
た
新
し
い
事
業
で
す
が
、

こ

の

事

業

の

利

用

状

況

に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

答
　

令

和

６

年

４

月

日

か

15

ら
運
行
開
始
で
、
令
和
７
年

３

月

日

ま

で

の

利

用

登

31

録
人
数
は
、
河
根
小
学
校
１

名
、
河
根
中
学
校

名
の

10

11

名

が

乗

車

し

た

い

旨

の

申

請
を
行
っ
て
お
り
、
延
べ
３

０

５

台

の

タ

ク

シ

ー

利

用

と

、

６

９

４

名

の

利

用

で

す
。 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

 

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て 

 

問　

国
保
税
の
滞
納
徴
収
で
、

和

歌

山

地

方

税

回

収

機

構

や

差

押

え

な

ど

法

的

手

段

を

使

っ

た

ケ

ー

ス

は

あ

る

か
、
あ
れ
ば
そ
の
件
数
を
お

尋
ね
し
ま
す
。 

 

答
　

国

民

健

康

保

険

税

に

つ

き
ま
し
て
も
、
町
税
と
同
じ

く
、
税
回
収
機
構
へ
の
移
管

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

差

押

え

に

関

し

ま

し

て

も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

問
　

短

期

保

険

証

並

び

に

資

格

証

明

書

を

交

付

し

て

い

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
交
付

件
数
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

答
　

令

和

６

年

度

に

つ

き

ま

し
て
は
、
短
期
証
に
つ
い
て

は
３
名
。
資
格
証
明
書
は
０

名
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

 

○
集

団

健

診

診

察

委

託

料
・
集

団

健

診

追

加

項

目

委

託

料

に
つ
い
て 

 

問
　

集

団

健

診

の

実

施

状

況

と
受
診
者
は
何
名
で
す
か
。 

 

答　

年
２
回
実
施
で
、
昨
年
度

は
、

名
で
し
た
。 

20

 

介
護
保
険
特
別
会
計 

 

○
保
険
給
付
費
に
つ
い
て 

 

問

　
支
出
済
額
が
、
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
増
額
の
理

由

に

つ

い

て

お

尋

ね

し

ま

す
。 

 

答

　
在

宅

サ

ー

ビ

ス

の

利

用

者

、

施

設

入

所

者

の

増

加

で
、
保
険
給
付
費
が
前
年
度

に

比

べ

て

増

え

て

お

り

ま

す
。 

 

再
問

　
老
人
福
祉
施
設
国
城
寮

の
移
転
で
の
増
額
で
す
か
。 

 

答

　
国
城
寮
も
少
し
増
え
て
お

り
ま
す
が
、
他
の
施
設
の
入

所

者

が

増

え

た

事

に

よ

り

増
額
し
て
お
り
ま
す
。 

 

簡
易
水
道
事
業
会
計 

 

○
事
故
等
の
件
数
に
つ
い
て 

 

問
　
断
水
、
漏
水
及
び
濁
っ
た

水
が
発
生
し
た
件
数
は
。 

 

答
　
漏
水
件
数
は
小
さ
い
も
の

も
含
め
ま
し
て

件
、
断
水

16

件
数
は
６
件
で
し
た
。 

ま
た
、
空
気
混
入
に
よ
る
白

濁

水

の

発

生

は

３

回

で

し

た
。
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一
般
質
問
と
答
弁 

  

伊
丹 
俊
也 

議
員 

 

 

問
一
　
２
０
２
６
年
度
か
ら
実
施
の

「こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い
て 

 

質
問　

２
０
２
６
年
度
か
ら
全
国
す

べ
て
の
自
治
体
で
本
格
実
施
さ
れ
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ

い
て
尋
ね
ま
す
。 

①
制
度
実
施
に
向
け
て
の
進
捗
状
況

と
町
民
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て 

②
利
用
料
に
つ
い
て 

③
利
用
時
間
と
利
用
で
き
る
子
ど
も

の
年
齢
に
つ
い
て 

④
利
用
方
法
（
定
期
利
用
・
自
由
利

用
）
、
実
施
方
法
（
一
般
型
・
余
裕
活

用
型
）
に
つ
い
て 

⑤
国
基
準
に
上
乗
せ
し
た
町
独
自
基

準
を
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

町
長　

①
就
学
前
児
童
の
保
護
者
に

制
度
の
利
用
意
向
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
九
度
山
保
育
所
と
受

け
入
れ
要
件
等
の
協
議
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

％
の
方

38

が
利
用
の
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

②
国
は
１
時
間
３
０
０
円
を
標
準
と

し
て
示
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

③
・
④
現
在
、
保
育
所
と
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。 

⑤
利
用
時
間
は
町
の
判
断
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
保
育
士
の
配

置
基
準
は
国
基
準
に
従
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
検

討
中
で
す
。 

 

再
問　

③
国
基
準
で
は
利
用
時
間
は

月

時
間
、
利
用
で
き
る
子
ど
も
の

10
年
齢
は
、
満
３
歳
未
満
と
な
っ
て
い

ま
す
。

時
間
で
は
短
す
ぎ
る
と
思

10

い
ま
す
。
満
３
歳
に
な
っ
た
途
端
に

利
用
で
き
な
く
な
る
の
は
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。
国
基
準
を
上
回
る
利
用

時
間
と
、
満
３
歳
に
な
っ
て
も
そ
の

年
度
末
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
町
独

自
に
基
準
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。 

④
保
育
所
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も

を
受
け
入
れ
る
た
め
、
別
段
の
配
慮

と
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
通
常
保
育
の
子
ど
も
と
一

緒
に
保
育
す
る
「
余
裕
活
用
型
」
で

は
な
く
、別
枠
で
定
員
を
設
け
る
「
一

般
型
」
に
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

福
祉
課
長
　
③
利
用
時
間
は
多
い
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
保
育
士
確
保
の
問
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、
国
基
準
を
守
る
の
が
精
一
杯

の
状
況
で
す
。
年
齢
に
つ
い
て
は
、
検

討
い
た
し
ま
す
が
、
満
３
歳
に
な
れ
ば

保
育
所
の
通
常
保
育
か
幼
稚
園
に
入

園
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

④
通
常
保
育
と「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
の
定
員
に
つ
い
て
保
育
所
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

再
問
　
国
基
準
を
上
回
る
分
は
町
負

担
に
な
り
ま
す
。
よ
り
良
い
制
度
実

施
の
た
め
に
、
市
町
村
負
担
分
の
半

額
補
助
を
県
に
要
望
し
て
は
ど
う

か
。 

 

町
長
　
県
に
要
望
を
す
る
の
は
、
町

と
し
て
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
考
え

を
出
し
て
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

問
二
　
多
客
期
の
交
通
（
駐
車
場
）
対

策
に
つ
い
て 

 

質
問
　
学
校
夏
休
み
期
間
中
な
ど
多

客
期
に
町
内
駐
車
場
の
満
車
が
常
態

化
し
、
町
民
生
活
に
影
響
が
出
て
い

ま
す
。
交
通
対
策
と
し
て
①
九
度
山

駅
・
高
野
口
駅
と
道
の
駅
の
間
に
バ

ス
（
期
間
限
定
・
有
料
）
を
運
行
す

る
こ
と
、
②
町
内
駐
車
場
の
利
用
状

況
を
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
、
公
共
交
通

機
関
利
用
を
促
す
こ
と
。
こ
の
２
点

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。 

 

町
長　

①
バ
ス
運
行
は
、
費
用
や
運

行
体
制
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
根
本
的
な
解
決
方
法
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

②
来
町
者
に
駐
車
場
の
利
用
状
況
を

把
握
し
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
な

く
、
公
共
交
通
機
関
利
用
促
進
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
な
方
法
、

費
用
面
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。 

            

※
そ
の
他
、「
生
ゴ
ミ
・
刈
草
の
堆
肥
化

で
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
を
」
を
質
問
し

ま
し
た
。

▲道の駅駐車場の注意喚起看板
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松
本 

孝
太
郎 

議
員 

 

 

問
一
　
丹
生
川
河
口
付
近
の
川
遊
び

観
光
客
に
つ
い
て 

 

質
問　

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
影
響
も

あ
り
、
丹
生
川
河
口
付
近
に
川
遊
び

を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
て

い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
本
町
を
訪
れ

て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、
非

常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
一
方
、

多
く
の
川
遊
び
観
光
客
が
訪
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
問
題
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。 

そ
こ
で
、
駐
車
場
と
ゴ
ミ
問
題
に
つ

い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
対
策
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
お
考
え
な
の
か
尋
ね
ま

す
。 

 

町
長　

本
町
で
は
、
現
在
「
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」
の
啓
発
の
ぼ

り
や
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
を
設
置

し
、
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、

道
の
駅
や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
ゴ

ミ
の
回
収
や
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

ま
た
、
道
の
駅
駐
車
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
長
時
間
の
駐
車
は
御
遠
慮
く

だ
さ
い
」
と
の
注
意
喚
起
看
板
を
設

置
し
、
短
時
間
で
の
利
用
を
促
し
て

お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
夏
休
み
や
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
の
週
末
・
祝
日
に
は
警
備
員
を

配
置
し
混
雑
緩
和
に
努
め
て
お
り
ま

す
。 

今
後
は
地
域
住
民
や
一
般
利
用
者
が

快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
確
保
す
る

為
、
道
の
駅
駐
車
場
の
利
用
や
河
川

敷
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所

管
す
る
国
や
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

と
も
協
議
を
重
ね
、
必
要
な
規
制
や

利
用
ル
ー
ル
の
改
善
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
啓
発
の
ぼ
り
や
不
法
投
棄

禁
止
の
看
板
を
設
置
し
、
注
意
喚
起

を
行
う
な
ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

再
問　

町
と
し
て
あ
る
一
定
の
ル
ー

ル
づ
く
り
、
ゴ
ミ
を
出
さ
せ
な
い
対

策
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
禁
止
等
の
対
策
を
行
っ
て
る

と
こ
ろ
や
駐
車
場
問
題
に
つ
き
ま
し

て
も
、
道
の
駅
で
駐
車
場
有
償
化
実

証
実
験
と
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
河
原
を
監
視
す
る
人
を
置
く

こ
と
や
防
犯
カ
メ
ラ
等
を
利
用
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
対
策
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

か
。 

 

産
業
振
興
課
長
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

の
禁
止
な
ど
も
含
め
て
、
道
の
駅
駐

車
場
の
利
用
、
河
川
敷
の
利
用
の
在

り
方
に
つ
き
ま
し
て
、
町
で
何
が
で

き
る
の
か
所
管
す
る
国
・
県
と
も
必

要
な
規
制
や
利
用
ル
ー
ル
に
つ
き
ま

し
て
協
議
を
重
ね
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

問
二
　
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て 

 

質
問
　
大
プ
ー
ル
の
底
が
ジ
ャ
リ

ジ
ャ
リ
し
て
い
た
り
、
側
面
が
ザ
ラ

ザ
ラ
し
て
い
る
部
分
が
多
い
の
で
直

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
や
、
実
際
に

そ
の
影
響
で
ケ
ガ
を
し
た
と
い
う
声

も
利
用
者
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
ひ
び
割
れ
等
が
あ

る
の
で
、
利
用
者
が
安
全
に
使
用
で

き
る
状
態
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

今
後
、
修
繕
や
改
修
等
の
予
定
は
あ

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

教
育
長　

九
度
山
町
民
プ
ー
ル
で

は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
転
倒
や
底

面
で
の
足
を
す
り
む
い
た
り
な
ど
の

報
告
が
年
間
約

件
ほ
ど
発
生
し

10

て
お
り
、
利
用
者
の
皆
様
に
、
多
大

な
る
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

例
年
オ
ー
プ
ン
前
に
、
補
修
が
必
要

な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
槽
内

外
を
問
わ
ず
、
モ
ル
タ
ル
塗
装
や
人

工
芝
マ
ッ
ト
で
養
生
す
る
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ケ

ガ
防
止
の
た
め
、
プ
ー
ル
槽
な
ど
の

修
繕
を
含
め
、
総
合
的
に
事
故
防
止

対
策
を
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

再
問
　
　
町
長
、
楽
し
み
に
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
来
年
に
間

に
合
う
よ
う
に
お
願
い
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

町
長　

予
算
を
つ
け
て
し
っ
か
り
と

直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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野
口 

恭
久 

議
員 

 

 

問
　
仮
称
さ
く
ら
団
地
に
つ
い
て 

 

質
問　

現
在
建
設
中
の
仮
称
さ
く
ら

団
地
が
間
も
な
く
完
成
に
近
づ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
三
点
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。 

①
現
在
建
設
中
の
仮
称
さ
く
ら
団
地

の
正
式
名
称
は
何
に
な
り
ま
す
か
。 

②
そ
の
仮
称
さ
く
ら
団
地
は
ど
の
地

区
に
属
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
単
独

の
新
た
な
地
区
と
な
る
の
か
、
そ
れ

と
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
建
設
し
て

い
る
現
在
の
さ
く
ら
団
地
に
属
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
い
ち
ば
ん
近
隣
で

あ
る
旭
地
区
に
属
す
る
の
か
。　

 

③
現
在
建
設
中
の
仮
称
さ
く
ら
団
地

の
募
集
要
項
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に

な
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長　

１
点
目
の
ご
質
問
に
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
仮
称
さ
く
ら
団
地
の

名
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
さ

く
ら
団
地
と
の
関
連
性
を
考
慮
し

て
、｢

さ
く
ら
２
号
団
地｣

と
す
る
予

定
を
し
て
い
ま
す
。 

２
点
目
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し

ま
す
。
さ
く
ら
２
号
団
地
の
地
区
の

所
属
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
検
討

中
で
あ
り
ま
す
が
、
単
独
の
新
た
な

地
区
ま
た
は
、
既
存
の
さ
く
ら
団
地

に
属
す
る
形
の
ど
ち
ら
か
と
す
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。 

３
点
目
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し

ま
す
。
募
集
要
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
存
の
さ
く
ら
団
地
と
同
様
に
、
若

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
と
し

て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
く
ら

２
号
団
地
に
つ
き
ま
し
て
も
、
既
存

の
さ
く
ら
団
地
の
入
居
者
資
格
と
同

様
と
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。な
お
、

現
行
の
入
居
者
資
格
に
つ
き
ま
し
て

は
、
婚
姻
の
届
出
が
過
去
３
年
以
内

で
、
夫
婦
が
い
ず
れ
も
満

歳
未
満

40

の
新
婚
世
帯
又
は
夫
婦
の
間
に
小
学

生
卒
業
前
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
子

育
て
世
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

       

再
問　

２
点
目
の
所
属
地
区
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
に
よ
っ
て
決
め

事
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

早
く
地
区
割
り
を
決
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
問
題
は
３
点

目
で
す
。
新
婚
世
帯
に
関
し
て
は
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
世
帯

の
募
集
で
、
夫
婦
と
い
う
規
制
が
あ

り
、
ひ
と
り
親
世
帯
は
申
し
込
み
す

ら
出
来
な
い
要
項
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
規
約
の
変
更
を
し
、
ひ
と

り
親
世
帯
で
も
募
集
出
来
る
よ
う
に

変
更
を
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

建
設
課
長
　
所
属
地
区
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
決
定
し
、
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
世
帯

の
件
で
す
が
、
さ
く
ら
団
地
、
さ
く
ら

２
号
団
地
に
お
け
る
入
居
者
資
格
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
行
ど
お
り
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
き

ま
し
て
も
、
子
育
て
支
援
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
町
で
行
っ
て
い
る
、
民
間

住
宅
の
家
賃
補
助
制
度
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
若
年
層
の
町
内
定
住
促
進

に
繋
げ
る
べ
く
、
対
象
と
し
て
拡
充
す

る
予
定
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

町
長　

民
間
住
宅
も
同
じ
よ
う
に
家

賃
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
民

間
住
宅
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

家
賃
の
半
額
負
担
を
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
、
ひ
と

り
親
世
帯
も
民
間
住
宅
を
利
用
し
て

入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み

を
検
討
し
て
、
し
っ
か
り
支
え
て
い

き
ま
す
。

▶
建
設
中
の
様
子
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前
田　

彦
尚 

議
員 

 

 

問
　
丹
生
川
河
口
・
道
の
駅
周
辺
の
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
つ
い
て 

 

質
問　

近
年
、
夏
場
に
な
る
と
町
外

か
ら
の
多
く
の
川
遊
び
の
お
客
様
が

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
何
も
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
も
せ
ず
に
多
く
の
お
客
様
が

九
度
山
町
に
来
て
く
れ
る
事
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。　

こ
の
こ
と
は
又
九
度
山
町
が
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
魅
力
の
あ
る
町
と
も

言
え
ま
す
。 

し
か
し
多
く
の
お
客
様
が
来
る
こ
と

に
よ
っ
て
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
次
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
ご
所
見
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

①
道
の
駅
に
買
い
物
や
、
お
茶
を
飲

み
に
来
た
方
が
駐
車
で
き
ず
に
帰
っ

て
い
く
現
状
に
つ
い
て
ど
う
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
解
決

策
は
。 

②
シ
ー
ズ
ン
の
土
曜
日
・
日
曜
日
に

は
、
ゴ
ミ
箱
に
入
り
き
れ
な
い
ゴ
ミ

が
ゴ
ミ
箱
の
横
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
は
い
か
が
な
さ
れ
ま

す
か
。 

③
町
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
来
て

く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
か
ら

町
に
お
金
を
落
と
し
て
頂
く
方
策
は

あ
り
ま
す
か
。 

以
上
３
点
に
つ
い
て
、
ご
所
見
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

町
長　

近
年
、
夏
場
を
中
心
に
町
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
丹
生
川
河
口

付
近
に
川
遊
び
を
目
的
に
訪
れ
て
お

り
、
本
町
の
自
然
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
事
は
大
変
有
り
難
い
事

で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
お
客
様
に

お
越
し
を
頂
く
一
方
で
、
駐
車
場
の

利
用
や
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
道
の
駅
「
柿
の
郷
く
ど
や
ま
」

の
駐
車
場
は
１
１
７
台
を
有
し
て
お

り
ま
す
が
、
夏
休
み
や
行
楽
シ
ー
ズ

ン
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
、
川
遊
び

客
な
ど
に
よ
る
長
時
間
駐
車
が
多
く

一
般
の
買
い
物
客
や
休
憩
で
お
越
し

に
な
る
利
用
者
の
皆
様
が
駐
車
出
来

な
い
と
言
う
状
況
が
発
生
し
て
い
ま

す
。 

          

こ
の
た
め
、
道
の
駅
に
「
長
時
間
の

駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
と
の
注

意
喚
起
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
夏
場
や
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

週
末
・
祝
日
に
は
警
備
員
を
配
置
し
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
東
側
の
駐
車
場

等
へ
の
誘
導
を
行
い
混
雑
の
緩
和
に

向
け
て
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
町
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
る
事
に
よ
り
、
環
境
保
全
の
た

め
に
一
定
の
負
担
が
町
に
生
じ
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
観
光
資
源

の
持
続
的
な
利
用
の
観
点
か
ら
も
、

「
入
川
料
」
と
い
っ
た
直
接
的
な
利

用
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
国
や
県
に
も
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

再
問
　
丹
生
川
河
口
・
道
の
駅
周
辺

は
、
京
都
の
嵯
峨
野
・
嵐
山
に
も
匹
敵

す
る
景
観
と
人
を
呼
べ
る
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。 

そ
こ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と

し
て
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
大
き
な

方
向
性
を
決
め
る
骨
太
の
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
有
識
者

も
含
め
た
大
き
な
議
論
の
舞
台
を
作

っ
て
頂
き
、
川
遊
び
に
来
た
お
客
様

も
、
町
民
の
方
々
も
お
互
い
満
足
す
る

持
続
可
能
な
解
決
策
を
見
出
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

町
長
　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

考
え
方
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
遊
び
等
で
非
常
に
便
利
な
場
所
で

あ
る
と
か
、
あ
そ
こ
は
タ
ダ
や
と
か
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し
人
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
大
人
の
方
が
飲
酒

を
し
て
果
た
し
て
そ
の
ま
ま
看
過
し
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
。 

ゴ
ミ
の
問
題
等
々
も
実
は
ゴ
ミ
は
分
別

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
こ
と
を

含
め
て
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
規
制
が

必
要
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
町
当
局
と

で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲道の駅ゴミ箱の状態

▲夏場の河原の様子
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令
和
７
年
度
和
歌
山
県
町
村

議
会
全
議
員
研
修
会
に
参
加
し

て 

去

る

令

和

７

年

８

月

６

日

（
水
）
有
田
川
町
所
在
の
「
き

び
ド
ー
ム
」
で
テ
レ
ビ
で
も
お

な
じ
み
の
政
治
評
論
家
有
馬
晴

海
氏
を
迎
え
て
の
講
演
で
あ
っ

た
。 有

馬
氏
は
１
９
９
６
年
よ
り

評
論
家
と
し
て
独
立
し
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
で

の
政
治
評
論
や
全
国
各
地
で
の

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

政

界

に

豊

富

な

人

脈

を

持

ち
、
長
年
に
わ
た
る
永
田
町
取

材
の
経
験
に
基
づ
き
、
政
治
に

関
す
る
出
来
事
や
政
策
を
独
自

の
視
点
で
分
析
・
評
価
し
、
そ

の
解
説
の
歯
切
れ
の
良
さ
に
は

定
評
が
あ
る
。
今
回
は
先
の
参

議
院
選
挙
に
お
け
る
自
民
・
公

明
の
過
半
数
割
れ
に
関
し
独
自

の
視
点
で
の
分
析
や
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
お
け
る
関
税
等
の
分

析
・
解
説
は
わ
か
り
や
す
く
興

味
深
か
っ
た
。 議

長 

山
下　

晴
夫 

    

総

務

文

教

常

任

委

員

会

で

は
、
８
月

日
に
前
田
南
海
男

20

教
育
長
を
は
じ
め
、
山
村
開
教

育
主
事
、
九
度
山
中
学
校
阪
中

宣
之
校
長
、
九
度
山
小
学
校
和

田
晋
一
校
長
、
河
根
小
中
学
校

岡
本
早
苗
校
長
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、「
こ
れ
か
ら
の
九
度
山

の

目

指

す

べ

き

教

育

に

つ

い

て
」
を
お
題
と
し
て
、
校
長
会

と
の
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。 今

後
も
、
定
期
的
に
学
校
関

係
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

九
度
山
町
の
教
育
の
発
展
や
問

題
点
の
解
決
に
役
立
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長　

松
本　

孝
太
郎         

   

令
和
７
年
７
月

日 

28

椎
出
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

及
び
河
根
地
区
農
業
集
落
排
水

施
設
の
現
地
調
査 

 

①
椎
出
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設 

椎
出
地
区
（
空
出
地
区
以
外
）

の
排
水
処
理
を
行
っ
て
お
り
、

処
理
対
象
人
数
５
８
０
人
、
水

質
検
査
は
２
週
間
に
１
回
・
窒

素
検
査
２
ヶ
月
１
回
・
大
腸
菌

検
査
年
３
回
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ス
ク
リ
ー
ン
ユ
ニ
ッ
ト
と

言
う
装
置
で
不
純
物
を
取
り
除

き
、
出
た
不
純
物
は
生
ゴ
ミ
と

し
て
処
理
を
し
ま
す
。
そ
の
後

の
汚
水
は
、
処
理
・
消
毒
さ
れ

放
流
さ
れ
、
汚
泥
は
バ
キ
ュ
ー

ム
処
理
さ
れ
ま
す
。 

②
河
根
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設 

対
象
人
数
は
２
１
０
人
、
椎

出
地
区
と
は
違
い
、
河
根
地
区

は
紫
外
線
消
毒
を
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
、
両
施
設
と
も
同
じ

処
理
を
し
て
い
ま
す
。 

両
施
設
と
も
多
く
の
機
械
・

電
気
設
備
は
法
定
耐
用
年
数

20

年
を
越
え
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
両
施
設
と
も
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
機
器
の
更
新
が
さ
れ
、
排
水

処
理
事
業
は
問
題
な
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
処
理
施
設
の
環
境

は
汚
水
の
消
毒
や
臭
気
の
処
理

を
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

使
用
者
に
と
っ
て
重
要
な
施

設
で
あ
り
今
後
と
も
適
切
に
運

営
さ
れ
る
こ
と
、
自
然
環
境
の

保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
の
確
保

を
望
み
ま
す
。 

※
椎
出
地
区
の
施
設
は
、
数
年

後
に
閉
鎖
に
な
り
汚
水
は
全
て

か
つ
ら
ぎ
町
内
に
あ
る
『
和
歌

山
県
下
水
道
公
社
伊
都
浄
化
セ

ン
タ
ー
』
へ
送
ら
れ
ま
す
。 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

委
員
長 

今
井 

三
恵
子

全

議

員

研

修

会

報

告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
と 

校
長
会
の
懇
談
会

▲懇談会の様子

産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

現
地
調
査

▲現地調査の様子
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編

集

後

記

◆決算審査特別委員会委員◆ 

 

左記に記載の日程で、決算審査特別委員

会を行います。 

9 月定例会で下記の委員を選出いたしま

した。 

　どうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員 長　前田　彦尚 

副委員長　野口　恭久 

委 員  阪井　亮太 

〃　　西岡　加津子 

〃　　松本　孝太郎 

 

※委員は議席順に記載

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
言
い
ま
す

が
、
あ
れ
ほ
ど
暑
か
っ
た
夏
も
、
朝
夕
め
っ
き

り
涼
し
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。　

 

こ
の
便
り
が
ご
家
庭
に
届
く
こ
ろ
は
、
九
度

山
町
の
特
産
で
あ
る
柿
の
最
盛
期
で
忙
し
い

事
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
９
月
議
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度

の
決
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

月
に
は
、
決

10

算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ

月
議
会

12

に
お
い
て
認
定
・
不
認
定
の
採
決
が
行
わ
れ
ま

す
。 編

集
委
員
会
で
は
、
年
４
回
の
議
会
だ
よ
り

を
発
行
し
、
「
議
会
の
事
を
町
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
た
い
」
と
の
思
い
で
、
紙
面

を
工
夫
し
な
が
ら
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

宛先 〒648-0198

九度山町大字九度山1190

議会事務局「議会広報編集委員会」あて

TEL 54-2019（代表）

FAX 54-4705（直通）

mail gikai@town.kudoyama.lg.jp

九度山町議会ホームページ二次元コード↑

次回、定例会は１２月に予定されています。
日程が決まり次第、ホームページに掲示します。
https://www.town.kudoyama.lg.jp/

ご意見･ご要望をお待ちしております

８月 20日

28日

９月 2日

10日

11日

12日

13日

14日 九度山町芸術祭オープニング

18日

22日

26日 議会広報編集委員会

28日

10月 2日

7日 決算審査特別委員会

10日 決算審査特別委員会

14日

17日

22日

28日

11月 3日 第62回文化祭

5日

8日 紀の川市合併20周年記念式典

12日

15日

16日

町議会の活動日誌

総務文教常任委員会と校長会の懇談会

議会運営委員会

本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

本会議、決算審査特別委員会

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

敬老会

議会運営委員会、本会議、議会広報編集委員会

かつらぎ西部公園整備完成を祝う会

京奈和関空連絡道路建設促進期成同盟会 令和
7年度通常総会・京奈和関空連絡道路の集い
（紀の川市）

議会広報編集委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

和歌山県京奈和自動車道建設促進協議会
通常総会（和歌山市）

委員長副委員長研修会

第69回議長全国大会

第17回大収穫祭IN九度山


